
情報通信審議会 電気通信事業政策部会 

電気通信番号政策委員会（第14回） 

議事録 

 

１ 日 時 

  平成27年７月９日（木） 13時00分～15時00分 

 

２ 場 所 

  総務省 10階 総務省第１会議室 

 

３ 出席者 

（１） 構成員 

酒井専門委員（主査）、相田委員（主査代理）、池田専門委員、一井専門委員、

河村専門委員、三友専門委員 

（２） 総務省 

吉田電気通信事業部長、高橋総務課長、塩崎電気通信技術システム課長、 

堀内番号企画室長、瀬島番号企画室課長補佐 

 

４ 議 題 

（１）事業者ヒアリング 

・「携帯電話番号の有効利用に向けた電気通信番号に係る制度の在り方」について 

①株式会社NTTドコモ 

②KDDI株式会社 

③ソフトバンク株式会社 

④株式会社インターネットイニシアティブ 

（２）その他 

（参考資料４） 



５ 模 様 

開 会 

【酒井主査】  それでは、そろそろ時間ですので、情報通信審議会電気通信事業政策部

会電気通信番号政策委員会の第１４回会合を開催いたします。本委員会の主査の酒井です。

よろしくお願いいたします。 

 

配布資料の確認 

【酒井主査】  最初に事務局から、配付資料の確認をお願いいたします。 

【瀬島番号企画室課長補佐】  議事次第に従いまして、配付資料を確認させていただき

ます。資料１４－１：ＮＴＴドコモ様提出資料、資料１４－２：ＫＤＤＩ様提出資料、資

料１４－３：ソフトバンク様提出資料、資料１４－４：インターネットイニシアティブ様

提出資料。参考資料１：事業者ヒアリング項目、参考資料２：携帯電話番号の有効利用に

向けた電気通信番号に係る制度の在り方でございます。 

 過不足等ございましたら、事務局へお申しつけください。前回の第１３回会合の議事録

につきましては、現在構成員の皆様に確認中ですので、内容の確認ができ次第、構成員の

皆様へ発送するとともに、総務省ホームページへ掲載させていただきます。 

 

議題（１）事業者ヒアリング 

・「携帯電話番号の有効利用に向けた電気通信番号に係る制度の在り方」について 

【酒井主査】  それでは、議題に入ろうと思います。「携帯電話番号の有効利用に向けた

電気通信番号に係る制度の在り方」、この検討のために、本日と次回会合の２回に分けて、

関係の事業者へのヒアリングを実施いたします。本日は、携帯電話・ＰＨＳ事業者及びＭ

ＶＮＯ事業者を対象として行います。また、ヒアリング内容は公開を前提として実施させ

ていただきますので、よろしくお願いいたします。 

 まず携帯電話・ＰＨＳ事業者にご説明いただきまして、質疑応答は最後に一括して時間

を設けたいと思います。 

 また、皆様のお手元には、参考資料１としてヒアリングの項目、参考資料２として前回

会合の説明資料を配付しておりますので、適宜ご参照ください。 

 それでは、最初にＮＴＴドコモ殿より説明をお願いします。 



① 株式会社ＮＴＴドコモ 

【ＮＴＴドコモ】  本日は、このような発表の機会をいただきまして、誠にありがとう

ございます。 

 ６月３０日開催の電気通信番号政策委員会第１３回会合で提示されたヒアリング項目に

基づき、当社の意見をＱ＆Ａという形で説明していきたいと思います。 

 まず、携帯電話・ＰＨＳ事業者ヒアリング項目１－１「現状、携帯電話番号を利用する

Ｍ２Ｍサービスとして、どのようなサービスを提供しているか」ということですが、弊社

としましてはデバイス、ＳＩＭ、ネットワークサービスを提供しております。デバイスで

はドコッチ、ユビキタスモジュール等があり、ネットワークサービスでは法人向けにビジ

ネスｍｏｐｅｒａという名称で提供しているものがございます。これらを単独で提供する

場合もあれば、組み合わせるような場合もございます。 

 ユビキタスモジュールの事例は、資料にございますとおり、配送管理から遠隔検針、カ

ーナビ、カメラ遠隔監視等々いろいろございますけれども、特に遠隔検針につきまして、

具体的な事例を次のページでご説明します。こちらは既に報道発表させていただいており

ますが、農林水産省の特区として位置づけられている新潟市とのコラボレーションでござ

います。新潟のベンチャー企業等と組みまして、農業分野におけるＩＣＴということで、

水田の水位ですとか水温あるいは気温といった記録を管理・監視するという遠隔監視の取

組を立ち上げたところでございます。 

 続きまして、Ｍ２Ｍサービスの利用形態について説明したいと思います。個人での利用

と、法人での利用がございまして、個人利用は、先ほど申しましたドコッチ、子供の見守

り用の時計型のウェアラブル端末や、撮った写真をスライドショーのように展開できるフ

ォトパネルがございます。法人利用におきましては、弊社が提供したＳＩＭに、法人ユー

ザー様が付加価値を加えて自社利用、あるいは他社様へ提供するといったものがございま

す。 

 次のページです。議論のポイントとして考えているのがこちらでございまして、同じ「デ

バイス」であっても、ソリューション等のサービスを加えたり、利用される形態によって

「Ｍ２Ｍ」サービスに該当する場合があります。例えば、ＵＳＢデータ通信モジュールと

いう同じデバイスであっても、パソコンに差して使う場合と、カーナビとして使うような

場合がございます。パソコンに差して使う場合はインターネット経由で広くいろいろなデ

ータ通信ができますが、カーナビとして使うような場合はインターネット上の特定のコン



テンツサーバに、クローズドな接続をして情報を更新していきます。これはまさにマシン・

ツー・マシンの通信でございまして、今回Ｍ２Ｍと定義できるものかなと思っています。

Ｍ２Ｍの定義をどうするかというのが、今回の議論でも非常に重要かなと思っていまして、

この端末はＭ２Ｍだね、スマートフォンは携帯だねとデバイスで分けられれば非常に明確

ですが、利用の仕方によって、どう定義するかが変わってくるというところがございます。 

 続きまして、ヒアリング項目の１－２「今後、携帯電話番号を利用するＭ２Ｍサービス

の需要の伸びをどのように想定しているか（携帯電話番号以外の識別子等の利用を想定し

ている場合は、当該識別子についてどのような想定をしているか）」という質問ですが、需

要の伸びとしましては、総務省の資料でも出ているとおり、ＮＴＴアドバンステクノロジ

様、あるいはいろいろなシンクタンクの需要予測から２０２０年の段階で４,０００万から

５,０００万になるのではないかと考えております。 

 携帯電話番号以外の識別子の利用は、現状はまだ想定していないというのが弊社の考え

でございます。 

 続きまして、ヒアリング項目１－３「今後、Ｍ２Ｍサービスを除く携帯電話番号の需要

の伸びをどのように想定しているか」に対する回答でございます。右下にグラフ、これは

前回の電気通信番号政策委員会の資料でございまして、凡例がないのですけれども、青色

の部分が音声です。赤色の部分がデータ専用、緑色の部分が通信モジュールということで、

通信モジュールであったり、データ専用の部分が伸びてきているのが分かると思います。

データ専用が全てＭ２Ｍかというと、先ほどご説明したとおり、データ通信専用であって

も、パソコンに差すような場合は一般利用ということでＭ２Ｍとは言いづらいのかなとは

思っておりますが、この赤色の部分データ専用のところの多くの部分がＭ２Ｍではないか

と考えますと、今の需要の伸びというのはＭ２Ｍの伸びにかなり支えられているところが

あって、それを除くとなると、携帯・ＰＨＳの番号の推移というのは鈍化傾向になるのか

なと考えます。ただ、左下にある「但し」のところですけれども、ＭＶＮＯさんの需要は

今も伸びつつありますし、今後も伸びていくという想定は容易に成り立つと考えられます。

また、２０２０年のオリンピックをひかえて、訪日外国人の数は非常に増えていくのでは

ないかといったことも考えますと、単純に鈍化ということではなくて、こういった需要も

考慮に入れないといけないと考えてございます。 

 ヒアリング項目２－１「携帯電話網を利用するＭ２ＭサービスにＭ２Ｍ専用番号を設け

ることについて、どのように考えるか」につきましては、Ｍ２Ｍに専用番号を設けること



が最も有効な手段かなと考えております。 

 次のページでございます。ヒアリング項目２－２「Ｍ２Ｍ専用番号を設ける場合、どの

ような番号又は識別子及び桁数が良いと考えるか」という質問でございますが、使用状況

が低い番号帯をＭ２Ｍ専用番号として利用することが望ましいと考えます。右表の使用状

況を見ますと、０２０番号は発信者課金のポケットベルに使われております一部を除けば、

ほとんど空いているという状態ですので、０２０番号帯がいいのではないでしょうか。ま

だ未使用の０３０番号、０４０番号は、今後どういうサービスが出てくるかわかりません

ので、ここはもう少し保留すべきではないかと考えております。 

 識別子については、ＭＳＩＳＤＮ、つまり従来どおりの電話番号がいいのではないかと

考えております。現状、法人利用のＭ２Ｍサービスでは、電話番号によってサービスの提

供・管理がされておりますので、そういった意味からも、ＭＳＩＳＤＮで識別するのが一

番親和性がいいかなと考えております。 

 桁数についても、先ほどの需要予測において２０２０年で４,０００万から５,０００万

となっていたことを考えますと、１１桁で十分ではないかと。仮に桁増し、あるいは識別

子を別にする場合は、この※印のところにあるとおり、莫大な費用がかかる、あるいは開

発期間が長期にわたるということが考えられますので、この辺の課題をクリアしていかな

ければいけないと考えてございます。 

 ヒアリング項目２－３「Ｍ２Ｍ専用番号を設ける場合、携帯電話事業者間又は携帯電話

事業者以外の電気通信事業者との間でどのような影響又は留意すべき事項があるか」でご

ざいます。Ｍ２Ｍというとパケット通信が主流です。それは間違いないところでございま

す。ただ、Ｍ２Ｍ専用番号はパケット通信さえできればいいのかというと、決してそうで

はないというのが、この資料で述べたいところでございます。 

 確かにスマートメーターはじめ、マシン・ツー・マシンですから、データ量も少量です

し、パケット通信中心であることには変わりありませんが、例えばスライド中央の、車に

搭載して事故のときに緊急通報するエマージェンシーコールのようなサービスの場合、音

声通話が必要になる。あるいはエレベーターなどで閉じ込めがあった場合に、その連絡を

音声で行いたいという要求がユーザー側からあるということです。 

 それからスライド右側、これは自販機の例となっております。自販機も確かに遠隔監視

しておりますが、常時監視していると電気代等々、通信料もかかるという問題があります。

そのため、センター側のサーバーからＳＭＳを送信し、自販機側で受信させることによっ



て通信モジュールを起動させ、そのときの在庫状況とか、故障していないかという情報を

取得するという、起動のための仕掛けとしてＳＭＳを使っている事例もあり、パケット通

信だけではなく回線交換ですとかＳＭＳとか、そういったものも用途として存在するとい

うことを考えなくてはいけないと思っております。 

 それからヒアリング項目２－４「Ｍ２Ｍ専用番号を設ける場合、現に利用している利用

者への影響をどのように考えるか、利用者保護の観点からどのような方策が考えられるか」

ということでございますが、Ｍ２Ｍ専用番号を設けて、そちらに強制的に移行することに

なった場合には、法人ユーザー様の同意が必須であると考えてございます。 

 既存のユーザーがずっと昔の番号帯を使用したままでいいのかという問題については、

法人ユーザー様における機器更改がＳＩＭ交換を伴うシステムの置き換えとなりますので、

そのタイミングでＭ２Ｍ専用番号帯に移行することは可能性として十分あり得るのかなと

考えてございます。 

 それからヒアリング項目２－５「Ｍ２Ｍ専用番号の指定基準についてどのように考える

か」ということでございます。Ｍ２Ｍといいますのは通常の携帯電話の番号と違いまして、

商品の組み立て段階よりも前の段階、基盤部品という言い方をするそうなのですけれども、

その段階で番号の書き込まれたＳＩＭが必要になります。また、ロットでかなりの数が出

ることから、製造の前段階で大量の番号が必要となりますので、そういったことも考慮し

て、従来の指定基準とは別の指指定基準が望ましいと思っております。 

 また、具体的にどれぐらい、どういったものがというのは、ここの下の※印にあるとお

り、案件によって必要となる時期とか数が全く違ってくるということですので、一律にこ

ういう指定基準がよいというのも、またこれは難しいと思っているところでございます。 

 ヒアリング項目３－１「携帯電話番号の枯渇対策として電気通信番号指定基準を見直す

場合、どのような影響又は留意すべき事項があるか」ということですけれども、現在弊社

では、必要とする電気通信番号の数について、単純に指定基準の計算式にあてはめて算出

するのではなく、さらにそれを精査した上で申請しているところでございます。ただ、今

後サービスの高度化や、ＭＶＮＯ様をはじめ、いろいろな利用が増えてくることを考えま

すと、基準は基準として守りつつも、特殊な需要等が起きた場合に柔軟な対応ができる申

請の在り方というのも、ぜひ考慮いただきたいと考えてございます。 

 最後でございますが、ヒアリング項目３－２「将来的な携帯電話番号の枯渇対策として、

どのような方策が考えられるか」ということですけれども、携帯電話番号には、今までも



０Ａ０番号を使っておりましたので、引き続き０Ａ０番号を利用することが望ましいと思

っております。今現状０９０番号、０８０番号、０７０番号ときておりますので、その連

続性を考慮し、０６０番号というのが受け入れやすいのではないかと考えてございます。 

 以上、ＮＴＴドコモの説明になります。ご清聴ありがとうございました。 

【酒井主査】  どうもありがとうございました。 

 

② ＫＤＤＩ株式会社 

【酒井主査】  それでは続いて、ＫＤＤＩ殿より説明をお願いいたします。なお、御社

におかれましては、固定電話事業者に対するヒアリング項目というのが増えておりますの

で、その分についてもよろしくお願いします。 

【ＫＤＤＩ】 では、ＫＤＤＩから説明させていただきます。説明の機会をいただきまし

て、ありがとうございます。 

 表紙をめくっていただきまして、まず、ヒアリング項目１－１「現状、どのようなＭ２

Ｍサービスを提供しているか」ですが、お手元にお配りさせていただいております弊社資

料の別紙１に例示をさせていただいております。この内容につきましては、前回総務省様、

あるいは、ただいまＮＴＴドコモ様からご説明がありましたとおり、いわゆる位置情報を

使った商用車や乗用車の運行管理に使われたり、ＧＰＳを使った見守り型の携帯電話です

とか、あるいは工事現場におきます重機の管理や水門の開閉情報や水位計といったところ

にも使われております。こういったところをご案内させていただきます。 

 あとは自動販売機の絵がありますけれども、自動販売機の中の在庫管理や、実際にどれ

ぐらい今お金がたまっているかですとか、あと、オンラインのポータブル端末によるクレ

ジットカード決済といったところに使われてございます。 

 続きまして、ヒアリング項目１－２「今後、携帯電話番号を利用するＭ２Ｍサービスの

需要の伸びをどのように想定しているか（携帯電話番号以外の識別子等の利用を想定して

いる場合は、当該識別子等についてどのような想定をしているか）」と、ヒアリング項目１

－３「今後、Ｍ２Ｍサービスを除く携帯電話番号の需要の伸びをどのように想定している

か」について、併せてご回答させていただいております。参考資料２の７ページにありま

すとおり、携帯電話番号について、現行の伸びが続いた場合、指定ベースでは平成３０年

頃に０７０番号が足りなくなってくるのではないかということを弊社でも想定しておりま

す。 



 今後の需要の伸びをもたらすものといたしまして、Ｍ２Ｍサービスにつきましては、Ｉ

ｏＴやＭ２Ｍが今後も市場をけん引していくのではないかと思っておりますし、携帯電話

につきましては、Ｍ２Ｍを除きましても、先ほどＮＴＴドコモ様からもありましたが、Ｍ

ＶＮＯ事業者様の市場が今後も成長していくのではないかと思っておりました。そういっ

たところが鍵を握っているのではないかと考えております。 

 続きまして、ヒアリング項目２－１「携帯電話網を利用するＭ２ＭサービスにＭ２Ｍ専

用番号を設けることについて、どのように考えるか」ということでございます。質問が大

きく変わりまして、Ｍ２Ｍ専用番号というところでございますけれども、これも先ほどＮ

ＴＴドコモ様から、Ｍ２Ｍサービスにつきましては、実際にご利用いただく大分前からと

いうお話がありました。また経験上、実際にご契約いただいてから比較的短期間のうちに

大量の番号を要求されるということが確認されております。 

 こういったサービスの特徴を捉えますと、従来の、いわゆる「もしもし、はいはい」の

携帯電話番号の指定基準とは異なる番号の番号帯と、新たな指定基準というものを設ける

ことにつきましてご検討いただくのが望まれると考えてございます。 

 ただし、先ほどＮＴＴドコモ様からありましたけれども、Ｍ２Ｍ専用番号というものを

仮に導入した場合、既に現行の携帯電話番号でご利用いただいているユーザー様の番号を

強制的に変えなければいけないといったことを考えますと、非常に大きなインパクトがエ

ンドユーザー様に生じるものと考えております。こういったことがないように、柔軟な運

用ができることが必要と思っております。 

 ヒアリング項目２－２「専用番号を設ける場合、どのような番号又は識別子、及び桁数

が良いと考えるか」、ヒアリング項目２－３「Ｍ２Ｍ専用番号を設ける場合、携帯電話事業

者間又は携帯電話事業者以外の電話事業者との間でどのような影響又は留意すべき事項が

あるか」、ヒアリング項目２－４「Ｍ２Ｍ専用番号を設ける場合、現に利用している利用者

への影響をどのように考えるか、利用者保護の観点からどのような方策が考えられるか」

につきまして、ご質問いただいております。固定電話事業者としても同意見として説明さ

せていただきますが、実際の接続事業者様の網改修や、エンドユーザー様の設備のインパ

クトや、それらに対応する期間というものを考えますと、現行の０Ａ０番号の番号体系で、

現行の桁数である１１桁で導入いただくのが、今現状は適当かなと考えてございます。 

 ここで言います「対応に要する期間」というところは、平成３０年頃に現行０７０番号

が指定ベースで不足してくるのではないかということを考えますと、こういった新しい識



別子や桁増しを検討して、実際に設備的に対応していく期間であり、対応する前に番号が

足りなくなるといったことも想定しておかなければいけないのかなと思っております。 

 具体的なＭ２Ｍ専用番号としては、Ｍ２Ｍサービスの特徴といたしまして、通信を行う

際、エンドユーザー様は番号というものをあまり意識することがないことも踏まえますと、

既に用途が設定されている番号であって、あまり今後使用率が伸びないと考えられる番号、

具体的には０２０番号や０６０番号が該当するかと思いますけれども、そういった番号の

利活用というものの検討が適当かなと考えているところでございます。 

 影響又は留意すべき事項として、接続性を求める使い方もございますけれども、比較的

多くのＭ２Ｍサービスにおきましては、逆に弊社の網内に閉じた使われ方もするというこ

とを確認しておりまして、そういったところを捉えますと、いわゆる旧１種事業者様との

指定設備との接続義務というものを緩和する検討も可能かなと考えてございます。 

 最後に、利用者保護の観点というところでございますけれども、先ほど申し上げたとお

り、大きな影響が生じるおそれがありますので、そういったことがないように今後ルール

を決めていく必要があると考えています。 

 ヒアリング項目２－５「Ｍ２Ｍ専用番号の指定基準についてどのように考えるか」とい

うことにつきましては、お手元の別紙２をご覧いただければと思うのですけれども、現行

の携帯電話番号につきましては、Ｍ２Ｍ専用番号にかかわらず、こういったスケジュール

で進められております。春先に申請をさせていただくと、利用開始できるのが年末という

ような、ざっくりとしたスケジュールになります。先ほどご説明させていただきましたけ

れども、Ｍ２Ｍサービスの契約をいただく際には比較的短期間のうちに大量の番号を要求

されることもありますので、突発的な需要、特別な需要といったものに配慮していただき

たいと思っております。そういった場合、Ｍ２Ｍサービスにおいて、使用が終わった番号

につきましては、特にエンドユーザーさんが実際に手に触れて使う番号ではないことから、

すぐまた利用可能な番号として現場に戻せるという特徴があるのではないかと考えており

ます。そういったところを考えますと、現状の増加係数込みの計算式では、使用率０.８５

という形で、解約後一定期間休止させる番号が含まれておりますので、Ｍ２Ｍ専用の指定

基準があったほうがよいのかなと考えているということでございます。 

 続きまして、これは固定電話に特化したところでございますけれども、固定電話事業者

ヒアリング項目２－６「スウェーデンでは固定電話網で利用するＭ２Ｍ専用番号を設けて

いるが、どのように考えるか」ということにつきましてご質問いただいておりますが、現



時点において特に必要とは考えてございません。確かに固定電話網でもＭ２Ｍ的な利用の

され方、ネットワークや回線サービスの利用のされ方がないわけではないのですけれども、

現状はモデム通信であるとか、ＩＰアドレスを使った通信が行われていますので、特に必

要ということは考えていません。 

 続きまして、携帯電話番号の枯渇対策について、ヒアリング項目３－１「携帯電話番号

の枯渇対策として電気通信番号指定基準を見直す場合、どのような影響又は留意すべき事

項があるか」というご質問いただいております。現状の携帯電話の契約数は増加傾向を確

認しており、また先ほど申し上げましたとおりＭＶＮＯの普及によってさらに増加する可

能性があるのではないかと考えております。最近の番号の利用実績を踏まえますと、突発

的需要にも対応できるように、ある程度の特需にも耐えうるような指定、あるいは番号利

用可能となるまでのリードタイムの短期化など柔軟な対応も検討の選択肢の１つと考えら

れるのではないかと考えてございます。 

 指定基準の見直しにつきましてですけれども、お手元にお配りさせていただいた資料の

別紙３では、番号指定を受けてから、実際に利用開始できるまでのことを書いております。

下にギザギザの線がありますけれども、番号を申請させていただいてから実際に消費して

いくまでの間に突発需要があった場合は、いただいた番号のリソースの中で吸収してまい

りました。ここをある程度考慮して、今後指定基準の見直しをしていただく必要があるの

かなとも思っています。あるいは別の解法といたしまして、実際に利用開始可能となるま

でのリードタイムを詰めるという検討も、してもよいのかなと考えているといったところ

でございます。 

 それと、資料４ページで、「最近の利用実績」のところに※印をつけさせていただいてお

りますけれども、あくまでも弊社の中の実績でございますが、春頃に指定をいただいた番

号が利用開始可能となる時期が１２月あるいは１月ごろなのですけれども、その直前の使

用率について、過去４年間の状況を見ますと、おおむね８割程度に達しています。残る２

割程度がいわゆる余裕分ということで、突発需要に対応したり、あるいは休止番号をこの

２０％の中で処理しているといったところでございます。 

 最後の質問になりますけれども、ヒアリング項目３－２「将来的な携帯電話番号の枯渇

対策として、どのような方策が考えられるか」ということにつきましては、まずは新規０

Ａ０番号の導入というものがあるのではないかと考えておりますし、番号桁数の桁増しな

どの対策も併せて考えられるのかなと考えております。 



 Ｍ２Ｍサービスに関しましては、ＩＴＵ－Ｔでご検討されているということでご案内い

ただいておりますけれども、プライベート番号や新識別子の導入等々につきまして、今後

の番号の消費状況や技術開発、あるいは標準化の動向を注視しながら継続検討することが

適当かと考えているところでございます。 

 以上でございます。 

【酒井主査】  どうもありがとうございました。 

 

③ ソフトバンク株式会社 

【酒井主査】 それでは、ソフトバンク殿より説明をお願いいたします。御社におかれま

しても同様に、固定電話事業者に対するヒアリング項目についても、ご回答よろしくお願

いします。 

【ソフトバンク】  本日は、このようなご説明の機会をいただきまして、どうもありが

とうございます。我々からは、酒井主査からお話がありましたように、携帯電話・ＰＨＳ

と固定系、２つの場面でご説明をさせていただきたいと思います。 

 では初めに、携帯電話・ＰＨＳに関わるところからご説明をさせていただきます。まず、

携帯電話・ＰＨＳ事業者ヒアリング項目１－１「現状、携帯電話番号を利用するＭ２Ｍサ

ービスとして、どのようなサービスを提供しているか」ということでご質問いただいてい

るところです。 

 資料の２ページをご覧下さい。この図をご説明させていただくと、今回Ｈ２Ｈと我々で

名前をつけさせていただいていますけれども、人から人へということで、普通の携帯電話

とかスマートフォンの通話のイメージ、もしくはＳＮＳのやりとりのイメージが上の部分

になります。 

 それから、今回テーマになっておりますＭ２Ｍということで、まさにマシンとマシンだ

けのコミュニケーションというのが下の部分という形になります。あえてグラデーション

がかかっているのは、ちょうど中間的なものがあるためです。あるときはＭ２Ｍという解

釈もありますし、あるときはＨ２Ｍなのかもしれません、人からマシンに対するコミュニ

ケーションを取りにいくというケース、そういったものが存在いたします。 

 例でいくと、先ほどＮＴＴドコモ様からご説明ありましたように、同じデバイスであっ

ても使い方によってはＭ２Ｍですし、あるケースはそうではないという捉え方ができると

いうのが、ここのゾーンではないかと捉えております。 



 商品では、わかりやすく言うとタブレットです。法人の方が例えば契約内容の確認だと

か、各種センサーの状態を見に行くときはＭ２Ｍに近い動きをするかと思いますけれども、

タブレットで、例えば映像を使いながらコミュニケーションを取ったり、テレビ会議とか、

そういったときには、より上のゾーンに近い性格を持っていると捉えております。 

 ただ、ここ以降の説明に関しては、携帯電話・ＰＨＳの使い方以外のものをＭ２Ｍと一

旦整理をさせていただいて、この後の需要だとか番号の特性というところをご説明させて

いただきたいと思っております。 

 Ｍ２Ｍサービスについては、ＮＴＴドコモ様、ＫＤＤＩ様からもご説明ありましたので、

ここは簡単にお話しさせていただきますと、テレマティクス、皆さんももしかしたら車の

中で、このテレマティクスをふだんの生活の中で使われているかもしれませんけれども、

ナビの位置情報プラス、音声でコールセンターにつないで、オペレーターが行き先を設定

して車に返してくれるというサービスもございます。位置情報、渋滞情報、もしくは地図

のデータの更新だけであればＭ２Ｍですし、オペレーターに返して行き先を設定するとい

うと人が介する、そういったところがここのゾーンに入ってまいります。 

 それからヘルスケアのほうも、最近ですとデータがデータセンターに上がっていってグ

ラフ化されたり、同じような性別の人とか、同じような体型の人たちの統計との比較が出

てくるというようなレポーティングのときにも使われております。さすがにここは、人が

コミュニケーションするというよりは、データだけがクラウドに行って、クラウドから返

ってきているという動きになろうかと思っております。 

 それから遠隔監視、在庫のところも、こちらもＮＴＴドコモ様からのお話にありました

が、多くのケースがパケットのデータ通信かと思いますけれども、一部はセンタープッシ

ュという形でセンター側からＳＭＳをトリガーとして動かすというケースがございます。 

 その他、いろいろな分野でＭ２Ｍ使われていますので、本当はこのスライドだけでは書

き切れないほど、いろいろな使い方をされておりますけれども、我々のホームページから

代表的なものをここにピックアップさせていただいております。 

 続いて、ヒアリング項目１－２「今後、携帯電話番号を利用するＭ２Ｍサービスの需要

の伸びをどのように想定しているか」ということで、実はここにどの数字を出そうか、非

常に我々の中でも悩みました。まずスタートとしては、この３,４００万、どこの数字かと

いいますと、参考資料２の３ページに、用途による番号の需要ということで、一般通信モ

ジュールと３区分入っておりますけれども、ここの緑色と赤色の部分です。冒頭で一旦前



提条件区分けさせていただいた中の、青色の部分以外の数字を引っ張ってきております。

３,４００万というところからスタートになります。 

 その後、２０２０年頃まではいろいろなシンクタンク様の数字もありますし、我々の営

業側の声とかを聞くと、４,５００万から５,０００万ぐらいの数字のところがリーズナブ

ルなラインなのではないかと考えております。そこから先、８,０００万とかいう数字を入

れていますが、実はここは非常に読みにくいポイントだと思っております。ここの要素は、

２０２０年代に入ると携帯の５Ｇというサービスが、おそらく始まってくるだろう。その

ときに、もう少し通信をするデバイスは広がるだろうと考えております。 

 ただ一方で、ＩｏＴだとかＭ２Ｍが広がるといろいろなところで書かれておりますけれ

ども、確かに通信機能を持ったデバイスは今後加速的に増えていくとは思いますけれども、

全てが番号を使っていくものかというと、そこが我々の中でも悩ましいポイントかと思っ

ております。 

 例えば、ウェアラブルということでアップルウォッチとか、あれも通信機能を持ったデ

バイスです。それから、例えば私が立ち上がったとして、私の健康管理のために、まずウ

ォッチがあります。それから、例えば靴の中にもセンサーがあって、どのような状態で体

重が乗っかっているのかとか、歩幅の間隔だとか、そういうものを計測することもＩｏＴ

の世界の中では可能でしょうし、もっといえば、私が着ている洋服だとか、ここに発汗セ

ンサーとかついていまして、それで健康管理をするとか、いろいろなことを考えると、将

来、私がＩｏＴの世界に入ったとき、１０個、２０個、もしかしたらセンサーがついてい

るかもしれない。通信デバイスとして持ち歩いているかもしれないということです。 

 例えば財布にしても、落としたときに困る。そうすると、落としたときにアラームが出

るようにとか、落としても見つかるようにセンサーを入れたりとか、そういう形がありま

すけれども、何を言いたいかというと、私の体の周りに１１個、２０個通信デバイスが付

いたとして、実際にセンターに通信するときはどうなのでしょうかというと、一般に言わ

れているように、スマートフォンをハブにして、スマートフォンからセンターに行くケー

ス。現状のアップルウォッチもそうです。これは通信機能を持っていますけれども、実際

やりとりをしているのはスマートフォンとなります。 

 そういうことを考えると、通信機能を持ったデバイスはすごい数にはなりますけれども、

実際に番号を消費するのはどこなのかというのが、このあたりは悩ましい。今後、動向を

見ながらの部分ではないのかなと考えております。 



 それから、一方の携帯電話ということで、こちらは現行の増加ペースが続くと、今のと

ころ見ております。現行のペースですが、参考資料２の３ページではちょうど青色の部分

のところになります。大体２％から３％、直近１年は１％を切っておりますけれども、２

年間見たときに２.数パーセントですので、そのペースで引き続きいくのではないかと考え

ております。 

 こちらの方は、数字の中には隠れている要素だと思っておりますけれども、２つござい

ます。１つは、ＭＶＮＯ様の参入、加速的に続いておりますので、料金の低価格化含めて、

複数持ちというのが広がってくる。いわゆる２台持ちと呼んでいるものです。 

 それから、携帯電話１人１台以上持っているような計算にはなっておりますけれども、

年齢だとか、職業別だとか、いろいろ区分を見ていくと、まだ１００％ではないゾーンが

幾つかございます。例えば、中学生以下ということで、ここに書かせていただいておりま

すけれども、中学生で半分弱ぐらい。小学生ですと３割程度という統計データも出ており

ますので、こういったところが今後価格が安くなるとか、通信料金が安くなる、端末も安

くなる等々で、ここもまだ広がる余地があるのではないかと思っています。同じく、高齢

者のほうも１００％ではないゾーンでございますので、このように、もう少し裾野が広が

るゾーンが１つあります。 

 その一方で、人口も頭打ち、既に減少傾向に入っておりますけれども、その辺りを考え

ると、頑張っても２億台いけばいいのかなというのが、今の読みでございます。 

 続いて、ヒアリング項目２－１「携帯電話網を利用するＭ２ＭサービスにＭ２Ｍ専用番

号を設けることについてどのように考えるか」ということで、こちらは２つ視点がござい

ますけれども、有益な対応策だなとは考えております。まず１つ目が、今回Ｍ２Ｍの番号

帯を別に設けることで、０７０の中で使われている一般の携帯電話、こちらはお客様、利

用者が番号を意識しながらダイヤルしたり、逆のケースもそうです、かかってきたときに

番号を見ながら、会社だ、友達だと、そのようにある程度、番号のひも付けが必要な部分

について、今の番号帯の中で引き続き対応することができる。延命といったら延命なのか

もしれませんけれども、そういう意味で、ふだんなじんだ国民などで広く認知されている

番号でも引き続き使えるということで、良いかなと思っています。 

 それから、ヒアリング項目２－５でもお答えをさせていただきますけれども、Ｍ２Ｍの

需要として特性がございます。ＮＴＴドコモ様、ＫＤＤＩ様からもお話ありましたように、

突発的にある程度大きな需要があったり、リードタイムを考えていかないといけない。そ



のような特性もありますので、用途に応じて番号の指定条件が変えられるという意味での

有益性も、ここではあるのかなと捉えております。 

 では、専用の番号をどうすればいいかということで、ヒアリング項目２－２「Ｍ２Ｍ専

用番号を設ける場合、どのような番号又は識別子及び桁数がいいと考えるか」ということ

で、次のスライドになりますけれども、まず考え方としては、世界標準に合ったものがい

いでしょうということで、今電話番号で使われている０Ａ０の電話番号帯がいいだろうと

いうことです。 

 それから、システム改修にかかるコストの面を考えても、現行の１１桁を維持するのが

いいだろうと考えております。その上で、どこの番号がいいかということで、ＮＴＴドコ

モ様からの説明とも重なるところがございますけれども、０６０番号は将来的に携帯電話

番号、一般に使われている携帯電話番号の認識、０９０番号、０８０番号、０７０番号と

きていますので、連続性がある程度担保できたほうがいいだろうと考えております。 

 それから、０４０番号、０３０番号、ここは将来どのようなサービスがあるかわかりま

せんので、せっかく今空いていますので、そのまま保留したほうがいいだろうと考えてお

ります。そうすると、０２０番号のポケベルで使っていない番号帯、まずはここをＭ２Ｍ

の番号帯として、かつ設備投資だとかいろいろなことを考えると、１１桁でのスタートが

いいのではないかと考えております。 

 それから、番号の考え方と共通してきますけれども、ソフトバンク単独ではなくて、他

の事業者との接続性だとか、その辺を考慮したときに、どういったポイントがあるかとい

うことで、ヒアリング項目２－３「Ｍ２Ｍ専用番号を設ける場合、携帯電話事業者間又は

携帯電話事業者以外の電気通信事業者との間でどのような影響又は留意すべき事項がある

か」について、２つ述べさせていただいております。まず１つですけれども、先ほどのテ

レマティクスのように音声を伴うケースがあるということで、固定網との接続、ヘルプデ

スクにつなぐ、場合によっては緊急機関に接続するということを考えると、固定網への接

続性も担保する必要があるだろうと考えております。 

 それから、先ほどの自動販売機等の起動信号用にＳＭＳが使われておりますので、これ

も事業者間でのＳＭＳの連携も引き続き担保していく必要があると考えております。 

 それから、相互接続ということで、固定網との接続に関しても、後ほど固定網の立場で

ご説明させていただきますけれども、固定網側も桁は非常に大きなファクターになってき

ますので、ここは１１桁のままつなげていただくのがいいのかなと考えております。 



 続いて、既存のユーザー様、利用者保護の観点からどのように捉えるべきかということ

で、ヒアリング項目２－４「Ｍ２Ｍ専用番号を設ける場合、現に利用している利用者への

影響をどのように考えるか、利用者保護の観点からどのような方先が考えられるか」につ

いて、こちらも２点述べさせていただいております。まず１つは、赤い字で書いておりま

すけれども、強制的なＭ２Ｍ専用番号への移行、既にご利用のお客様の番号を強制的に移

動するのは避けるべきだと考えております。これは移動させることによって管理上のデー

タベースだとかいろいろなところに、お客様側のほうでも変更作業が出てまいりますし、

ＳＩＭの交換作業もお客様にとって非常に負担をかけるケースになってくる形になります。 

 ましてＭ２Ｍで使われているケースですと、いろいろな機械の中にＳＩＭが組み込まれ

た製品になっております。携帯電話だけを持ってきてＳＩＭカードを差しかえればという

よりは、場合によってはマシンの中に基盤として入ってしまっているケースもありますの

で、そのようなことを考えると、ここには現実的にも難しいところがあるのではないかと

考えております。 

 それともう１つ、お客様の中でも電話番号をキーに回線だとかいろいろなデバイスを管

理されているケースもございますので、１１桁のものと、例えば１４桁のものが混在する

よりは、１１桁を維持してあげたほうが、お客様の中でもいいのではないかと考えており

ます。 

 あと、注釈で、仮に新しい番号に移行させる、現在ご利用のお客様の番号を変えるとい

うときは、【注】と入れさせていただいておりますけれども、お客様のほうで契約を更新す

るとか、設備を更改されるタイミングに実施するというのがリーズナブルなラインかなと

捉えております。 

 続いて、ヒアリング項目２－５「Ｍ２Ｍ専用番号の指定基準についてどのように考える

か」ということで、番号指定の考え方のところになりますが、現行は番号指定の考え方と

しては、実績があって、それに対する伸びに対応する形で番号の指定をいただいておりま

す。一部、増加係数という形で需要の傾斜とかを考慮されたものも入っておりますけれど

も、ベースには実績があって、それを伸ばしていくという捉え方になっております。Ｍ２

Ｍサービスの特性として、そこだけではそぐわない面がありますので、今後の検討の中で

は、ぜひ考慮いただきたいと考えているポイントになります。２つございます。 

 まず１つは、大口案件が、今まで実績はなかったのだけれども急に、例えばスマートメ

ーターだとかテレマティクスで受注規模が１００万とか１０万とか、そのような数が過去



の実績はないのだけれど急に入ってきたというのが、なかなか今の視点の中では見えにく

い、対応しづらいというのがありますので、予測できない需要に対する対応策が１つ。 

 それと、ＮＴＴドコモ様からもお話がありましたけれども、実際に番号を払い出したも

のから、いろいろな車の中に組み込まれる間も、いろいろなところで組み上がっているの

が、最終的に車の中に組み入れられていくのですけれども、その間の期間、携帯電話とか

スマートフォンでいくと、店頭に行って、はい、番号どうぞ、場合によってはお申し込み

から３０分後にはもう使えていますとなっているのですけれども、実際Ｍ２Ｍで使われて

いるケースですと数カ月、長いものでいくと製造のロットでいくと１年、作って、実際に

通信を始められるまでに時間がかかりますので、そのあたりも今の実績ベースの中でいく

と、なかなか捉え切れないところがございます。この辺りは、ぜひご検討の中の１つの要

素として取り入れていただければと考えております。 

 ここからは一般の携帯電話番号の部分になってまいりますけれども、ヒアリング項目３

－１「携帯電話番号の枯渇対策として電気通信番号指定基準を見直す場合どのような影響

又は留意すべき事項があるか」ということで、こちらも現状、実績のトレンドをベースに

した算出方法になっておりますけれども、こちらはどちらかというとＭＶＮＯ様の参入等

で、おそらくある程度まとまった番号帯が要望と上がってくる形になってまいりますので、

そういうときに柔軟に対応できるようなものを、ここは組み入れていただければと考えて

おります。 

 それから、ヒアリング項目３－２「将来的な携帯電話番号の枯渇対策として、どのよう

な方策が考えられるか」ということで、資料９ページ、ヒアリング項目２－２の中でもお

話しさせていただきましたけれども、０６０番号、桁数も１１桁の中で運用されるのが望

ましいのかなと。番号の需要も、我々の方では１から２億ぐらいかなと考えておりますの

で、そういう意味でいくと０７０番号、その後０６０番号までキープできれば十分対応で

きるのではないのかなとは考えているところでございます。 

 以上、携帯・ＰＨＳ関係になります。 

 続いて、固定電話についてご説明をさせていただきます。固定電話事業者ヒアリング項

目１－１「Ｍ２Ｍサービスに使用する識別子について、どのように考えるか」ということ

ですが、固定電話ではＭ２Ｍ専用番号は必要ないと考えております。その理由なのですけ

れども、現在、固定網の中で使われているＭ２Ｍは、多くの場合がインターネットとかデ

ータ専用線を使って、その先にルーターとかにＩＰアドレスを振られて、ＩＰアドレスの



中で実際に動いております。例えば監視カメラとかもＮＧＮだとかフレッツだとか、いろ

いろなインターネット系もダイレクトに使われて、そこでＩＰ－ＶＰＮのような形で設定

されて使われているケースが多くございます。 

 ごくまれに電話番号を使用してダイヤルアップを使われているケースもございますが、

非常に数が少ないと捉えております。実際番号を使うということはダイヤルアップ、ダイ

ヤルダウンはございますけれども、使われ方としてはＩＳＤＮ回線とかがよく出てくるケ

ースなのですけれども、ご存じのとおり、加入電話、ＩＳＤＮもそうですけれども、年間

７％か８％ずつぐらい契約数は減っていっておりますので、そういう動きも考えますと、

あえて固定系に何かＭ２Ｍ番号を振る必要があるかというと、そうではないと捉えており

ます。 

 それから、ヒアリング項目１－２「携帯電話網で利用するＭ２Ｍ専用番号を設ける場合、

固定電話網にどのような影響又は留意すべき事項があるか」、１－３「携帯電話網で利用す

るＭ２Ｍ専用番号を設ける場合、どのような番号及び桁数が良いと考えるか」ということ

で、携帯電話網でＭ２Ｍ専用番号を設ける場合の部分についてなのですけれども、先ほど

言ったような緊急通報とかの接続性はある程度担保する必要があるだろうと考えておりま

すので、その場合、固定網へのシステムのインパクトを考えると、こちらの方は１１桁で

接続をしていくのがいいだろうと考えております。 

 最後のスライドになりますけれども、ヒアリング項目１－４「携帯電話網で利用するＭ

２Ｍ専用番号を設ける場合、番号の桁増しや新たな識別子の採用を行うとすれば、どのよ

うな影響又は留意すべき事項があるか」、１－５「スウェーデンでは固定電話網で利用する

Ｍ２Ｍ専用番号を設けているが、どのように考えているか」でございます。今後、仮にＭ

２Ｍとして桁増しだとか、新しい識別子が導入される、かつ相互接続性を担保することに

なった場合、こちらは今もネットワーク、我々が使っているＰＳＴＮと呼ばれているよう

なネットワークでは対応しづらいところもございますので、ここは２０２５年ぐらいから

だんだん移行が始まってきますＩＰ化、フルＩＰ化になった段階で対応をするのが事業者

としても非常に対応しやすくなるという形になりますので、そのタイミング以降かなと

我々は捉えております。 

 スウェーデンでの事例についてということで、繰り返しになりますけれども、固定網で

はＭ２Ｍをおそらく使う必要がないだろうと考えておりますので、日本では不要と捉えて

おります。 



 以上、携帯電話・ＰＨＳ系と固定系、長時間いただきましたけれども、ご説明を終わり

にさせていただきたいと思います。 

【酒井主査】  どうもありがとうございました。 

 

質疑応答 

【酒井主査】  それでは、今の３社のご説明を踏まえまして、質疑応答をしたいと思い

ます。ご質問等ございましたら、挙手の上でご発言お願いいたします。いかがですか。 

【三友委員】  すみません、私、すぐ退室しなければなりませんので、先に質問させて

いただきますけれども、どうもご説明ありがとうございました。今、３社からお話を聞く

限りにおいては、大体同じような内容のご回答だったと思うのですけれども、２つ質問が

ございます。１つは非常に一般的な話で、諮問においては、「携帯電話番号の有効利用に向

けた」という言葉になっております。有効利用というのは、効率性という言葉も一緒なの

ですけれども、価値判断を含む言葉でして、価値基準がどこかということを設定しなけれ

ばいけないものです。 

 経済学では有効利用とか、あるいは効率性といった場合には資源を余すことなく使うと

いうのが１つの決まりきった価値基準としてあるのですけれども、各社様において、携帯

電話番号の有効利用といったときに、どのようにそれを解釈されているのかというのが１

点です。 

 それからもう１つは、Ｍ２Ｍの予測が大体数千万ぐらいという状況になっているのです

けれども、Ｍ２Ｍは将来的にどうなるかわかりませんし、携帯電話の場合は人口というの

がベースとしてありますので、ある程度の予測がつくかもしれませんが、例えば急激な技

術革新があって新しいサービスが導入されて、急速に需要が出ることも、可能性としてあ

ると思います。各社とりあえず１１桁でということですけれども、万が一そういう需要の

急増があったような場合、それで賄い切れないというような状況となった場合に、どのよ

うに考えるのかというのをそれぞれからお聞かせいただきたい。 

【酒井主査】  では、各社順番にということで、ＮＴＴドコモ殿からお願いします。 

【ＮＴＴドコモ】  番号の有効利活用について、資料上も説明させていただきましたけ

れども、弊社の場合、指定基準に基づいて算定はしますが、その番号数をそのままくださ

いというわけではなくて、社内でもしっかり精査し、また利用率もしっかり考慮して見て

いるところでございます。 



 また、Ｍ２Ｍ、もし１１桁で満タンになった場合ということで、そういうことがないよ

うにしたいとは思いますが、その場合は専用番号になることによって影響は少しは減るの

かなと思っています。Ｍ２Ｍだけ桁増しということも考えられるのかなと思います。その

際は、また有識者の方、あるいは総務省と協議して決めていきたいと思っております。 

【酒井主査】  それではＫＤＤＩ殿、お願いします。 

【ＫＤＤＩ】  まず０Ａ０番号帯の有効利用という観点でいきますと、既にオープンに

なっている番号で、今後あまり番号として消費していかない番号帯をまず使っていくとい

うのが、１つの有効利用という判断があるのかなと考えております。 

 それと、現行の指定基準の中で番号を扱いますと、あるリソースにおいて、必要な余裕

分として見込んでいただいている番号数は残っていきます。それに対してＭ２Ｍ番号につ

きましては、解約いただいた瞬間から次のユーザーに割り当てることも可能かなと考えて

おりまして、そういった利用の仕方も有効利用という観点に当てはまるのかなと考えてご

ざいます。 

 突発的な需要が生じた場合につきましても、これは回答としてもやっとしてしまうとこ

ろがあるのですけれども、今後標準化ですとか、まさに技術の革新というものを見ながら、

あとはネットワークにおいて実際にできるか、できないかというところを判断しながら対

処していくのかなと思っております。仮に今、こうしている間に突発性な需要であって莫

大な数を要求されたときにはどうするのかというと、そこは今ある技術の中で、工夫でや

り切るしかないのかなと考えております。 

【酒井主査】  最後にソフトバンク殿、お願いします。 

【ソフトバンク】  まず有効利用の観点のところなのですけれども、まず番号を意識し

て使うというところ、利用者がその番号帯をいかにうまく使っていくかというのが、１つ

の視点かなと考えております。そういった意味で、あまり番号を意識する必要がないＭ２

Ｍ部分については、外に出すことによって今の番号帯を有効に使える。 

 それからＭ２Ｍ特有の特性だとかを考慮した使い方、番号の振り方もできますので、そ

ういった意味で０９０番号から０７０番号帯の使用率を高めることができるのではないか

と考えております。 

 それと、需要のところもそうなのですけれども、今後仮に番号が足りませんとなった場

合、例えば桁増しだとか、新しい識別子を入れるにしても、ふだん皆さんが使われている

携帯電話番号とＭ２Ｍを分離しておくことで、それなりに利用者側も負担はありますけれ



ども、Ｍ２Ｍ側だけ対応すればいいということで、混在しているよりは負担が減ると考え

ております。そういった意味でも有効性は高まるのではないかと考えております。 

【三友委員】  どうもありがとうございました。 

【酒井主査】  よろしいですか。回答のポイントが似ていたので、分かりやすかったと

思いますけれども、他の点はいかがですか。 

【相田主査代理】  よろしいですか。３社とも、Ｍ２Ｍについては基盤レベルでという

のですか、早い時点で番号が必要になるということをおっしゃったのですけれども、逆に

言うと、番号を指定した時点では、まだ開通していなくてもいい、どうせその番号のつい

た機器が世の中に出回るまで数カ月かかるので、その間に接続事業者との間でちゃんとそ

の番号が使えるようになっていればいい、そのように理解してよろしいのですか。 

 どなたでも、あるいは順番にでも結構です。 

【ソフトバンク】  ソフトバンクですけれども、番号の割り付けと開通までの時間差は

あっても構わないのです。ただ、注意しておかないといけないのが、例えば大きなロット

のときに、最初に出てくるロットは、もしかしたら１カ月後に使われているかもしれませ

んし、最後に出てくるロットは１年かもしれない。そのあたりは少し考慮しながらですけ

れども、相田先生からご質問のあった、開通するまでに番号をうまく予約のような形の使

い方ができますかというのは、それは問題ございません。 

【酒井主査】  もし、他社で見解がありましたら、どうぞ。 

【ＫＤＤＩ】  ただいまソフトバンク殿からご説明いただいたとおり、そういった面も

ありますし、実際に契約をいただいたときに、すぐに使いたいということもあります。も

し相互接続性が要求される番号ということになりますと、接続事業者との工事期間も配慮

しなければいけません。まず契約の前に、どういったシステムでやろうかという検討期間

があるのですけれども、その時点では番号というのは幾つかの選択肢の１つでしか扱われ

ませんが、いざ番号を使うことが決まると、すぐにでも使いたいというニーズもあったり

いたしますので、そこで、いわゆる悩ましい事態というものが考えられるということでご

ざいます。 

【ＮＴＴドコモ】  ドコモでございます。先ほど資料でも説明したのですが、Ｍ２Ｍの

場合ですと、案件ごとにボリュームですとか、仕様も全然変わってくるというのが実態の

ようです。そうなると、Ｍ２Ｍだから必ずリードタイムが長いだろうということで、決ま

ってから交渉と、必ずそうなるかというと、案件ごとによって個々に異なる。それである



がゆえに、基準をどうやって作るのかというのは悩ましいと思っております。 

 以上でございます。 

【酒井主査】  ありがとうございました。他の点、もしございましたら、どうぞ。 

【一井委員】  この前の電気通信番号政策委員会第１３回で、Ｍ２Ｍとは何かというこ

とを定義しなければいけないということで議論させていただきました。ＮＴＴドコモ殿の

資料６ページで、左側のパソコンに差した場合を一般的な利用とされていますが、これは、

Ｍ２Ｍに含めないように考えるべきだという趣旨の資料と考えてよろしいですか。 

【ＮＴＴドコモ】  はい。まだ定義は不明確な中で、我々ドコモが考えるに、左側はＭ

２Ｍとはいわないのではないかというものです。必ずしもこうであるべきだというわけで

はありません。申し上げたいのは、ソフトバンクさんもおっしゃったように、デバイスに

よって明確に、例えば通信モジュールだからＭ２Ｍだという分け方はしづらいというとこ

ろです。 

【一井委員】  それで、３社さんにお伺いしたいのですけれど、Ｍ２Ｍサービスをどう

定義するのがいいのかなという。前回もありましたけれど、不用意に定義してしまうと、

それと外れた使い方をしたときに規則違反になってしまうわけです。だから、あまり変な

決め方はできないと思うのですけれども、もし何かアイデアといいますか、お考えがあり

ましたらお聞かせ願えればと思います。 

【ＮＴＴドコモ】  悩んでおりまして、資料上も、こうすべきではないかというところ

にもまだ行っていないというのが実態でございます。少なくともＭ２Ｍ、マシン・ツー・

マシンということを考えると、そういうものかなと思います。ただ、今ウェアラブルです

とか、ＩｏＴとか、いろいろな言葉がありますが、世界中でいろいろなサービスが出よう

としている中でございますので、申し上げたいのは、要はパケット利用に限定したものに

しましょうですとか、ここに例として出している通信モジュールに限定したものにしまし

ょうという決め方は難しいということです。 

 端末で分けられれば誰の目にも明らかなので、非常に分かりやすいですけれど、そうは

いかないという、そこの課題提起で終わってしまっているというところでございます。 

 以上でございます。 

【ＫＤＤＩ】  弊社でもＭ２Ｍとはどういうものか、どうあるべきかということは社内

でも検討させていただいておるのですけれども、今日時点において、これがというものは

実際決め切れていないところでございます。 



 ただ一方で、商品開発部門や営業部門の意見なのですけれども、一井先生がおっしゃら

れたとおり、決め過ぎてしまって、今後新たに発生するニーズ、こういう使い方をしたい

ですとか、こういう技術が生まれたといったものに、当てはめづらくなってしまうという

ことは本末転倒なのかなと思います。 

 逆に、だからといってゆるゆるでもいいのかというと、それはそうではないと思います。

その辺は、ばくっとした回答になってしまうのですけれども、もう少し我々自身も含めて

検討が必要なのかなと考えているところでございます。 

【ソフトバンク】  ソフトバンクの資料２ページをご覧下さい。我々も非常にここは悩

んでおりまして、Ｍ２Ｍはこれである、というよりは、Ｍ２Ｍではないものは何だろうか

という線を１回引かせてもらって、境目のところが、そこは制度設計上柔軟に動けるよう

なものがあればいいなと捉えております。 

 実は、デバイスの絵が入っておりますけれども、一番上のところ、携帯電話・ＰＨＳの

用途と書かせてもらっているのは、完全にデバイスでは整理し切れないと考えているため

です。例えばスマートフォンも、カメラもついていますし、アプリケーションによっては

定点カメラとして監視カメラにもなりますし、ナビゲーションにもなります。まさにテレ

マティクスのデバイスとして変わることもありますので、完全にデバイスとしてくくるの

は難しくて、そういう意味だと、ぼやっとしたラインですけれども、用途的にヒューマン・

ツー・ヒューマンの動き方をしているものは上のゾーンで、それ以外のものがＭ２Ｍとい

うのが１つ切り口ではないのかなと思います。 

 ただ、明らかにマシン・ツー・マシンで動いているものがある一方、微妙なところもあ

りますので、その辺りがこれから新しいサービスが出てきたときに、法令違反だとならな

いように、頭を使いながら考えていかないといけないゾーンではないかと考えております。 

【酒井主査】  よろしいですか。非常に難しいところだと思います。とはいえ、番号は

専用番号のほうが良いとお考えなわけですね。それだったら面倒だから、全部同じ番号に

して、番号帯を広くすればいいのではないかといえないこともないとは思うのですが。 

【ＮＴＴドコモ】  そこなのですけれども、いろいろなケースがありますが、先ほど言

ったように、機械に組み込むようなもので、大量ロットで突然出てくるようなものがある

と考えますと、現行の番号の払い出し方が今のトレンドにはちょっとそぐわないという気

がしております。マシン・ツー・マシンで使う番号ですから、人と人で使うものとは違っ

て、番号にそんなにこだわりがあるわけではない。専用の番号帯にして、先ほど三友専門



委員からも質問がありましたけれども、将来その数が莫大に増えて１１桁で足りない場合

にどうするというときに、専用の番号帯にすることによって対処が容易なのではないかと

いう気がしております。これも自信と確証を持って、そうすべきという感じではないので

すけれど、消去法的に、そうするのが今のところいいのではないかと考えております。 

【酒井主査】  もし、別のご意見ありましたら。同じならば結構ですけれど。 

【ＫＤＤＩ】  ただいまＮＴＴドコモ様からご回答いただいた内容に加えまして、弊社

では、Ｍ２Ｍサービスのお客様との間におきまして、相互接続性を必要としないような番

号の使い方をするケースもございます。そういった場合におきましては、相互接続にかか

わる工事期間というものを、ある意味、省略することができるのかなと思っております。

そういったスケジュール上の効果というものも、専用の番号帯に分けることによって生ま

れるのではないかという想像をしております。以上です。 

【酒井主査】  よろしいですか。他の点、何かございましたら。いかがですか。 

【一井委員】  酒井主査からお話があったこととちょっと関係するかもしれませんけれ

ど、先ほどの話で、Ｍ２Ｍ番号ができたからといって、既存のお客様を移動させるのは難

しいという話がございました。ということは、今、例えば専用番号を決めて使い始めて、

それが足りなくなって、その番号を桁増しすることはできないということを意味している

と思うのですけれども、そうであれば、新しい番号を開けて、それは長い桁数ですという

考え方もあり得ると思うのですけれども、いかがですか。 

【ＮＴＴドコモ】  １２桁あるべきということで、技術的に検証しているわけではない

ので、今こうと断言するのは難しいと思いますけれど、今後新しいＭ２Ｍ番号が１２桁と

仮になったとしても、それは技術的に全く不可能ということではないのではないと思って

おりますが、まだ明確に検証ができているわけではありません。 

【一井委員】  私が申し上げたのは、Ｍ２Ｍ専用番号を作って、今の１１桁で運用して

いったとして、それを桁増しすることはできないのではないかということです。 

【ＮＴＴドコモ】  出来ないという訳ではないが、検証が必要と考えています。 

【池田委員】  今の点、すごく重要だと思っております。現在０９０～０７０番号でＭ

２Ｍサービスの提供を受けているユーザーを、強制的に０２０番号などの専用番号に移行

するというのは大変よろしくないのではないかと思っておりました。今度新しく専用番号

を作りますといったときに、１１桁で始めてしまうと、将来需要が最終的に２億ぐらいま

で行く可能性があるのであれば、当然不足が生じるのは見えているようにも思います。移



行が難しいということは現に分かっているわけですから、専用番号の桁を初めから増やし

てしまえばいいのではないかというのも、１つの考え方としてあるのではないかと思うの

ですが、そのあたりはどうですか。 

【ＫＤＤＩ】  ＫＤＤＩでございますけれども、２つ分けて回答させていただきたいと

思います。１つ目は、仮に０２０番号をＭ２Ｍ専用番号として１１桁で導入したとして、

今現在０７０番号や０８０番号、０９０番号をＭ２Ｍサービスでお使いのお客様について、

既存の番号と併用して扱えるお客様はあるということは部分的に確認させていただいてお

ります。ただし、０２０番号を使えたとしましても、桁増しに対応できるシステムかとい

うと、それは対応に費用や期間を要するということは考えられます。細かくチェックして

いないので、正確な答えではないですけれども。 

 そういった対応の期間を要するということで考えますと、０７０番号がなくなる前まで

に対応を終わって、かつ新しく導入した桁増し前提の０２０番号を使い始めて移行させる

ことができるのかというところは、スケジュール上、十分考慮して決めていかなければい

けないのではないかと考えております。 

【酒井主査】  例えば、０２０のうちの１番から５番までは１１桁でやって、６番に入

りそうになったら急に１２桁にするというのもあるのかもしれませんけれども、それだと

１１桁番号の利用者の移動は出ないということですね。 

 何かほかの観点もいかがですか。結構今は本質的な話で、本当にどちらがいいのかとい

うところなのですけれども。 

 今回のヒアリング、３社様のご意見があまり変わらないのですけれども、ただ、皆さん、

難しいところは同じように悩んでおられるというところですね。 

【堀内番号企画室長】  事務局からよろしいでしょうか。時間の関係もありますが、３

社にお伺いします。審査基準の関係ですけれども、Ｍ２Ｍ専用番号の導入を前提とした場

合には、各社ともに特需を意識した柔軟な制度設計について要望を有されているというこ

とをおっしゃられていたと思います。他方、現行の携帯電話番号、０７０番号の審査基準

に関しましては、参考資料２の２７ページに電気通信番号指定基準の抜粋を載せておりま

すが、基準として定められた計算式に則り、過去の実績等に基づいた番号数を申請してい

ただく構造になっております。先日の電気通信番号政策委員会においても、総務省が指定

した番号数と、実際に使用されている番号数に相当程度の大きな乖離が生じているという

現状について、事務局から説明させていただきました。 



 この辺に重きを置いてお聞きしたいのですが、現状、指定基準においては増加係数とい

うものが設定されております。電気通信番号の需要の見込みがより大きくなる仕組みで制

度設計されているのですけれども、仮に、この増加係数をなくす方向で、現状の指定基準

を見直すこととした場合、どのようなお考えがあるか。 

 我々としては、電気通信番号の指定数と使用数の乖離のみに着目して問題視しているの

ではなく、また、モバイル市場の発展を阻害させないようにすることが必要であることは

言うに及ばないところですが、その辺のバランスをいかに確保しつつ、現行の指定基準を

より良い形に見直せないかという思いがあります。 

 したがって、増加係数の廃止は一例ですけれども、仮にこうした係数を見直すこととし

た場合に、具体的なお考えがあればお伺いしたいというのが１点目です。 

 また、現行の指定基準では、新たに必要な電気通信番号の数は需要の見込みと指定済み

電気通信番号の数の差分がベースになっておりますけれども、仮に、指定した電気通信番

号数と使用数の差分をより意識した形での見直しを行う、言い換えれば、機械的に需要の

見込みから指定済み電気通信番号の数を引くという現行の算定式ではなく、実際の番号使

用状況をより意識した形に指定基準を見直すこととした場合、どのようなお考えなり問題

点があるかお伺いしたいと思います。 

【ＮＴＴドコモ】  見直しについて検討することは必要かと思います。それについて必

要なデータは積極的に開示していきたいと思っておりますけれども、現状、弊社でも資料

でも説明させていただいたとおり、今の基準で出された数字をそのまま総務省にください

と申請しているわけではなくて、弊社側でもしっかりとそれを精査して、ほんとうに必要

かどうか、まさに三友専門委員からあった利用効率をしっかり見てやらせていただいてい

るところです。 

 今の余裕がある部分を、仮にもう少し実際の数字に近づけていくとなったときに、一番

我々が懸念するのは特需です。Ｍ２Ｍで特需というのはよく言われますけれど、携帯であ

っても、今日もＩＩＪ様がＭＶＮＯとして来ていますけれど、非常にＭＶＮＯの数が増え

てきていて、当然番号についてもロットでとか、そのような需要も今後想定されます。そ

のときに、番号がないのでお出しできませんとか、それはＭＶＮＯもそうですし、我々も

販売に直結する、番号がないので販売ができない、それは事業者も困るし、ユーザー様に

もご迷惑をおかけすることになるので、そういったことがないように、そこは十分議論し

てやっていきたいと考えております。 



 戻りますけれども、検討について協力することはやぶさかではありません。積極的に議

論させていただければと思います。よろしくお願いします。 

【ＫＤＤＩ】  仮に現行の指定基準、計算式における係数を外した場合ということを考

えますと、先ほどご説明させていただいたとおり、番号を新規でしていただいて、それが

使用開始になる直前の数字を見ますと、おおむね８割程度の使用と弊社の中では確認させ

ていただいております。 

 今現状は、そういった残り８割に達したとしても、２割の範囲の中で突発性需要のニー

ズに対して耐え得るという状況で、毎年毎年運用させていただいているのが実際でござい

ますけれども、仮に係数を取ってしまいますと、その余裕分というものが大分スリム化と

いいますか、ダイエットされることになるかと思います。 

 その場合、ＮＴＴドコモ様から、例えばということでご案内いただいておりますけれど

も、こういった特需に対応した指定というものを別で設けていただくというのも、１つの

考えとしてあるかと思います。あるいは今後の実際の使用状況をつぶさに見ていって、ふ

さわしい余裕分、必要とされる休止数分というものを割り出していって、そのバランスを

どうするかというようなご議論も１つあるかと思います。 

 加えて、弊社の突発的なご提案ということでさせていただいていますけれども、そもそ

も番号利用までのリードタイムを詰める、短期化するというものも１つアイデアとしてあ

るのではないかと考えているところでございます。 

 以上です。 

【ソフトバンク】  まず、増加係数をなくしてしまうことについては、そのかわりの特

需のようなところに柔軟に対応できるものがあれば、これはなくなっても大丈夫ではない

かなと考えております。 

 これは、ある商戦期のときの需要増だけが急に大きく効いてきますので、たまたま増分

が大きければ、さらにそれが３倍のような係数ですので、全体の利用率を下げてしまう。

事業者としては一旦番号をいただきますので、その後、あまり悩まなくていいのですけれ

ども、全体の利用率を考えると、ここは１回見直すというのも１つありかなと考えており

ます。 

 それともう１つ、利用率のところは、商談にも影響がない適正なところはどこなのだろ

うかというのは、少し議論をさせていただきたいと思っております。１つは、足りなくな

った番号を、もう１回使うための休止期間といいますか、眠らせている期間もございます



し、Ｍ２Ｍには限らないのですけれども、番号をあらかじめＳＩＭに焼き込んだものを出

荷するケース、そのあたりの流通在庫的な番号があったり、それから番号は、今、九州だ

とか北海道とかエリアごとに指定いただいています。これはアクセス処理の関係とか、我々

だけではなくて、いろいろな関係もございますので、そういうところのエリアの分割損と

か、そういったところを加味しながらということになろうかと思います。少し議論が必要

ではないかと思いますけれども、冒頭ありました増加係数そのものを大きく見直すことに

ついては特に異論はございません。 

【酒井主査】  よろしいですか。特別なければ、重要な問題点が結構いろいろ出てきた

と思うのですけれども、一応時間を過ぎておりますので、続きましてＭＶＮＯ事業者への

ヒアリングに移りたいと思います。 

 

④ 株式会社インターネットイニシアティブ 

【酒井主査】  それでは株式会社インターネットイニシアティブ殿より説明をお願いい

たします。 

 よろしくお願いします。 

【ＩＩＪ】  本日は、このような機会を与えていただきまして、大変ありがとうござい

ます。 

 それでは、いただきましたご質問の内容に、直接１問１答式に対応しているものではな

いのですけれども、弊社の考え方をご説明をさせていただければと思います。この委員会

で私ども、このようなプレゼンテーションをさせていただくのは今回初めてになりますの

で、簡単に当社の事業をご説明させていただきまして、その後、いただいたご質問に対す

るご回答をご説明させていただければと思っております。 

 弊社は２００８年の１月にＭＶＮＯ事業ということで参入開始させていただきまして、

その際、ＮＴＴドコモ様の３Ｇ網との接続と、その後、下のほうに各社様との接続の時期

を書かせていただいておりますが、現在こちらにおいでいただいております３社様、いず

れとも接続をさせていただいてＭＶＮＯ事業をしているということになっております。 

 平成２７年３月末の総回線数ですけれども６７.３万回線、内訳といたしましては個人向

け４３万回線、法人向け１０.６万回線、その他ＭＶＮＥ事業等ということで１３.７万回

線となっております。 

 本日の主な議題の１つでありますＭ２Ｍに関しましては、この後数量についてはご説明



をいたしますが、この内訳の中では法人向け、あるいはその他というところに含まれてお

るということになっております。現在のところ、ほとんど全ての回線はＮＴＴドコモ様よ

り調達をしているという形になっております。 

 次に、弊社で行っておりますＭ２Ｍ向けサービスについてということで、３ページ目と

なりますが、ＭＶＮＯ事業者ヒアリング項目１－１「現状、携帯電話番号を利用するＭ２

Ｍサービスとして、どのようなサービスを提供しているか」ということで、サービスのラ

インナップのご紹介をさせていただければと思います。Ｍ２Ｍのサービスといいましても

非常に多岐にわたりまして、例えばクラウド事業といったようなものでも、当然Ｍ２Ｍの

アプリケーションをサーバーサイドで処理をするといったようなこともありますが、多分

本日のご趣旨は、比較的端末に近い、アクセス回線に近いサイドのサービスでしょうとい

うことで、モバイルＭ２Ｍアクセスサービス及びＳＭＳプッシュサービスの２つのサービ

スを本日資料としてはお持ちしております。 

 下の方、大変小さくなっておりますが、弊社のいわゆるブローシャーから概念図という

ことでお持ちしております。まずモバイルＭ２Ｍアクセスサービスと申しますのは、ワイ

ヤレスＭ２Ｍビジネスということで一般的にＳＩＭ携帯電話回線というものを利用し、機

械とネットワークをつなげるといったようなところでございます。Ｍ２Ｍ向けの料金プラ

ンであったり、閉域の接続サービス、Ｍ２Ｍの場合はインターネットに接続をするわけで

はなく、特定のサーバーとの通信を行うということで、クローズドなネットワークを作っ

て通信をするといったような需要が当然あります。そのため、一般向けのインターネット

に接続をするための回線ではなくて、こういった閉域のサービスというところが標準でソ

リューションとして組み上がっております。こういったところを特徴とした携帯電話デー

タ通信サービスになっております。 

 また、ＳＭＳプッシュサービスにつきましては、サービスとしては当社指定のモバイル

回線とありますけれども、実際にはＭ２Ｍアクセスサービスとセットで利用されることを

念頭に置いてつくったものとなりまして、そういったモバイルの回線に対してＳＭＳショ

ートメッセージを一斉送信するといったようなサービスとなっております。 

 アプリケーションの例として、一番下のところにＭ２Ｍ機器とありまして、ここにはメ

ーターのような絵が描いてありますけれども、例としてはこういったメーターのようなも

のにＳＩＭカードが入っていて、これが携帯キャリア網を経由して通信をしているといっ

たものがあります。こういった場合に弊社のＳＭＳプッシュサービス、こちらにお客様が



専用の端末というか、ホームページから操作をすることで一斉にメッセージを送信します。

そうすると、そのメッセージを受信したＭ２Ｍ機器が、例えばデータセンターに置かれて

いるサーバーに対してデータを送信する、こういったような使い道のサービスとなってお

ります。 

 こういったＳＭＳを使ったサービス、我々は寝ている端末を揺り起こすというようなこ

とから、我々は「揺り起こし」と呼んでおります。揺り起こしに使われるというところに

関しましては、先ほども携帯電話・ＰＨＳ事業者様からもご説明がありましたが、１番の

理由としては消費電力の問題となっておりまして、携帯電話が常時通信をしている形にな

りますと、モジュールが常に電気を消費している、もしくは、当然我々の交換器サイドで

も、ずっとセッションが維持されているという状態で、一定の電気であったり、弊社の交

換器側の資源が使われた状態になっておるわけですけれども、こういったものが、いわゆ

るＳＭＳの場合は待ち受けの状態で受信を待っている。受信をされた段階で目が覚めて、

電気が通電をして起動するというものになります。この待ち受けというのはモジュールか

らすると消費電力が極めて最小の状態ということになりますので、電力の消費の面でも非

常に有効です。 

 また、弊社側から見ると、データの交換器の接続が一時的に切れた状態になっておるの

で、そういった意味でも非常に使い勝手もよい揺り起こしの手段だろうと考えております。 

 次のページにつきましては、ヒアリング項目１－２「今後、携帯電話番号を利用するＭ

２Ｍサービスの需要の伸びをどのように想定しているか」について、弊社の方で公式にこ

ういった需要の数字を外に出していることがないものですから、本日につきましては構成

員限りとさせていただいております。電話番号の需要見込みということで、今回グラフを

お持ちしております。 

 現在のところ、６７.３万回線という弊社の回線の中に占めるＭ２Ｍの割合というのは非

常に少ないというところが現状となっております。ただ、Ｍ２Ｍというのは市場から見て

も非常に将来性のある発展市場ということで我々も考えておりますので、２０２０年には、

その際の我々の目標の契約回線数というところに占めるＭ２Ｍの割合というのは、現在の

それよりも非常に高くなるだろうと我々は予測をして、今回こういったものをお持ちして

おります。 

 ここからは、いただいたご質問につきまして１問１答ではないのですけれども、ご回答

をさしあげたいと思います。まずＭ２Ｍの需要の伸びに対して、Ｍ２Ｍの専用番号という



ものを準備することについてですけれども、弊社といたしましては、当然電話番号がなけ

れば、そもそも我々もサービスできませんし、そういった中で、今後需要が伸びていくと

いうことから、そういった専用番号を準備し、我々の電話番号の需要に対してお応えをい

ただくことにつきましては、基本的に賛成でございます。 

 また、Ｍ２Ｍの専用番号というものを設けるといった今回の議論につきまして、弊社か

ら幾つかご要望を差し上げればと思うのですけれども、まずＭ２Ｍにおきましては、先ほ

どご説明をしましたとおり、端末との通信に対してＳＭＳというものが重要な役割を担う

ということを、我々は想定をしておるところでございます。また、当然Ｍ２Ｍというサー

ビスにつきましては、国際的にそういった製品が輸出されていく、もしくは産業用でも、

非常に広いエリアでそういったサービスを提供するということで、こういったＳＭＳを使

ったサービスを考えたときに、国際的にＳＭＳが可用であることは、我々としては非常に

重要なファクターになっていくのではないかと考えております。そういう観点から考えま

すと、プライベート番号であったり、その他の番号等を含めても、直ちに他の識別子を使

うということに関しては、困難な情勢にあるのではないかと考えております。実際ＳＭＳ

をいろいろな方式で送るという議論が３ＧＰＰ等で進んでいることは我々も承知をしてお

るものの、国際的な標準化といったようなプロセスが途中であるとか、あるいは、そうい

ったものが採用されても、直ちに世界中の電気通信事業者のほうで、こういったものが実

装されていくかというインプリの問題もございますので。 

 また、前回の電気通信番号政策委員会の議論の中でも、平成３０年頃の番号の枯渇とい

うようなお話がございました。近い将来見込まれる電話番号の枯渇については、我々とし

てもビジネス上の懸念は非常に高いという状況ですので、当面というようなただし書は付

いておりますけれども、現行どおり１１桁の０Ａ０番号という提供が非常に望ましいので

はないかと考えております。 

 ただ、まさに先ほどもご議論があったところではございますが、将来的にというところ

では、さらに我々としてはＭ２Ｍの需要を作っていく、伸びていくということを考えてお

ります中で、さらなる需要に対応できるよう、現在の携帯電話番号の１１桁という桁数に

捉われない桁増しの議論というものは、まだこの時点ですぐにということではないにして

も、将来的にはこういったものは必要になってくる見込みが高いのではないかと考えてお

ります。 

 また、これもＮＴＴドコモ様、ソフトバンク様の資料でも説明がございましたＭ２Ｍの



在庫に関する特性、電話番号を採番をしてから、実際にそれが利用開始になるまでに非常

に長い期間がかかる可能性があるといったことを考えますと、電気通信番号規則もしくは

電気通信番号指定基準という中で、現行０７０番号、０８０番号、０９０番号の網で指定

をされているカテゴリーとはまた別の端末伝送路設備というカテゴライズを準備いたしま

して、異なる指定基準を適用することも、これは検討に値することなのではないかと考え

ております。 

 また、Ｍ２Ｍ専用番号の運用にかかわる要望ということで下の方に書いてございます。

先ほども特需というようなお話がございましたが、ＭＶＮＯという観点からご説明させて

いただきますと、一度に多数の端末に対するプロビジョニング、我々は、ＳＩＭカードを

準備して使用可能な状態にすることをプロビジョニングと呼んでおりますが、こういった

ものが一度に多数行われるというＭ２Ｍの案件の性質上、現行我々は１番号単位で携帯電

話・ＰＨＳ事業者様から我々に対して番号を、ＳＩＭカードを焼くたびに割り当てていた

だいているところではあるのですけれども、こういった割当てに関しては非常に非効率的

だと考えております。 

 今後ＭＮＯから我々ＭＶＮＯをバルク、例えばＣＤＥ番号単位、もしくはもう少し小さ

い単位でも議論はいろいろできるかとは思うのですけれども、こういった割当て、もしく

は昨年開催されておりました２０２０ＩＣＴ特別部会等でも、本審議会の中で議論をして

いただきましたＨＬＲのＭＶＮＯによる運用というところを前提としたＭＶＮＯに対する

直接的な電話番号の割当てといったようなことに関する議論は、これも直ちにということ

ではないのですけれども、こういったＨＬＲの会合といったような話の進展を見ながら、

将来的には検討いただけるとありがたいのかなと考えております。 

 それから、枯渇対策についてですが、まずＭ２Ｍの電話番号ではない一般の携帯電話用

の番号につきましては、我々ＭＶＮＯの方でも新しい需要の掘り起しということで、新し

いマーケットを作っていくことに関しては非常に注力をしております。Ｍ２Ｍ専用番号の

制度化が仮に行われたとしても、ＭＶＮＯのさらなる伸び、発展というところを踏まえ、

携帯電話番号というところの需要は引き続き高いものと我々は考えております。 

 現行の０７０番号帯の枯渇というところは、Ｍ２Ｍ専用番号が仮に設けられたとしても、

我々としては喫緊の課題と考えておりまして、０７０番号帯の枯渇に備えた新しい電話番

号帯の使用というところは、直ちに検討するべきではないかと考えております。 

 また、Ｍ２Ｍ専用番号につきましては、弊社、現在３つの携帯電話・ＰＨＳ事業者それ



ぞれと接続をさせていただいておりまして、いわゆるマルチキャリア提供ということをさ

せていただいておるところでございます。Ｍ２Ｍの一部の案件、例えば医療とかライフラ

イン、もしくは企業の勘定系のような、極めてクリティカルで停止が許されない用途のア

プリケーションを考えたときに、当社としても積極的にマルチキャリア提供を進めており、

この４月にはＫＤＤＩ様のネットワークとの接続というところで、ＬＴＥ回線のマルチキ

ャリアということも実際の可能となり、今後そういった需要が増えていくものと考えてお

ります。 

 マルチキャリアというところ、下の方に説明がございますが、複数のＭＮＯ様からネッ

トワークの設備の貸し出しを受けて、例えばＭＮＯ様の設備障害といったようなものが発

生した際に、これを切りかえて利用できる可用性を高めるようなサービス提供と、ここで

は書かせていただいております。現状このような案件については、端末に例えばＵＳＢの

通信モジュールを２つ搭載するとか、こういった形で複数のＭＮＯのＳＩＭカードを端末

に振っていくということで、１端末当たり複数の番号を消費することが現状では避けられ

ない状況となっております。こういったことは、まだ案件としては非常に少数ですし、我々

もこれから先、注力をしていく部門だとは思っておりますが、数年後というところを見据

えていくと、こういったマルチキャリアの案件による番号の消費増は、我々としても考え

ておるところではございます。番号の枯渇対策ということでは、これも将来的な課題とし

て、先ほどのＨＬＲの議論を踏まえた、ＭＶＮＯが１つだけで電話番号を持ち、発行する

ＳＩＭカードでマルチキャリア接続というものが可能になってくると、仮に２つの電話番

号をそれまで使っていたものが、１つの電話番号で済むようになるというようなことが考

えられます。その場合、電話番号の消費が半分になるということが見込めますので、番号

の有効利用に資するのではないかと考えております。 

 これは現在直ちに問題になるということではございませんし、当然ＨＬＲの議論等は全

てこれから先、進んで行くものだと考えておりますが、中長期的にはこういった議論も、

ぜひ本委員会でご検討いただければと思っております。 

 説明は以上となります。ありがとうございました。 

【酒井主査】  どうもありがとうございました。 

 

質疑応答 

【酒井主査】  それでは、ただいまのご説明を踏まえまして、ご質問等ございましたら



よろしくお願いします。 

【池田委員】  ありがとうございました。最後のマルチキャリアのところに関心を持ち

ました。今、ＮＴＴドコモ殿、ソフトバンク殿、ＫＤＤＩ殿の３社と接続されておられる

ということなのですが、このマルチキャリアのサービスだと、つまり３社のＳＩＭを使う

というサービスになるのでしょうか。ＭＶＮＯがＳＩＭカードを発行することによって、

番号の消費が少なく、有効利用に資するのではないかというのは、なるほどと思ったので

すが、３分の１になるのか、２分の１になるのかというところについて、ご説明いただけ

ればと思います。 

【ＩＩＪ】  現在、先ほど３ページでご説明をしました我々のＭ２Ｍ向けサービスとい

うところにつきましては、ＮＴＴドコモ様及びＫＤＤＩ様のネットワークに対応しており

ます。ソフトバンク様については、こちらはサービスには対応していないものですから、

現在のところ我々が仮にマルチキャリアを提供するという形になりますと、ＮＴＴドコモ

様とＫＤＤＩ様の２つのＵＳＢのモジュールをつなぐということが考えられるところとな

っております。そのため、直ちに３分の１になるということではございません。 

 一般的には、可用性という観点からは３つでということはほとんどないので、２分の１

になっていくのかなと考えております。 

【池田委員】  ありがとうございました。 

【酒井主査】  他にいかがですか。 

【相田主査代理】  私も、この最後のところは興味深くて、他にどのようなオプション

があるのでしょうか。国際番号を使うとか、海外事業者のＳＩＭカードを使って国内事業

者にはローミングの形でするとか、ぱっと思いついたのは、それくらいなのですけれども。 

 もちろん御社としては、最終的に直接番号の割当てを受けるとして、それ以外の解釈は

何かあるのですか。 

【ＩＩＪ】  国際番号を利用する等につきましても、当然直ちに提供できるとすると、

それぞれの海外事業者と提携をして、日本の中では国際ローミングという形で提供すると

いったような形態が考えられます。多分日本で提供されている事業者も、既にいらっしゃ

るのではないかと思うのですけれども、我々が日本の事業者として事業企画をするという

形になりますと、我々のネットワークを使っていただくということは、通信事業者として

は非常に重要な観点だと思っております。ただ、我々のネットワークを使うという観点で

は、そういった国際番号を使って我々のネットワークの中にデータを流していくといった



ようなことは、全て携帯電話・ＰＨＳ事業者様との、いわゆるビジネスの協議という形に

なろうかと思っております。そのため、直ちに我々のネットワークを経由しない、既に他

のＭ２Ｍ関連の事業者等で日本国内で展開しているような事業形態であれば、参入はすぐ

にでもできるのかもしれないのですが、我々としては、そういったことを検討している段

階ではないと考えております。 

 我々のネットワークを経由したさまざまな通信サービスをＭＶＮＯとして担っていくと

いうことを考えますと、電話番号をどうするかというのはともかくとして、ＭＮＯ各社様

とそういった協議をさせていただいた上で、どういったことが可能になるかということを

検討してまいりたいと思います。 

【酒井主査】  よろしいですか。他の点、いかがですか。 

 専用番号に対する見解、要するに専用番号が必要かどうか、その辺の理由とか、あるい

は将来の桁増しの可能性、こういったところは先ほどの携帯電話・ＰＨＳ事業者３社とそ

れほど意見は変わらないですか。 

【ＩＩＪ】  そうですね。もちろん各社と変わることはないとは思うのですが、桁増し

というところに関しては、当然我々としてはどれぐらいのシステムの改修がキャリア各社

に発生するかというところが、直ちに規模感としては分かりませんので、簡単に書いてい

るところはございます。 

 当然、こういった議論については、おそらく我々の設備よりも、ＭＮＯ３社のシステム

改修というところが非常に重い負担になっていくと考えておりますので、そういった観点

の議論は我々としても必要ではないかとは思っております。 

 ただ、それは我々からは規模感というのはよくわからないので、直接申し上げることは

できないところはお許しください。 

【酒井主査】  わかりました。他はいかがですか。 

【一井委員】  今後需要見込みといいますか、先ほどから同じようなことばかり言って

いるのですけれど、Ｍ２Ｍとは何なのかということで、今後どういう新しいサービスがあ

り得るのでしょうか。ＩＩＪ殿というとインターネットの会社という印象があり、それと

関係するのかどうか分かりませんけれども、どのような新しいＩＩＪ殿ならではという、

ＭＶＮＯだからというのか分かりませんけれども、こうなったらもっと新しいものができ

る、だからもっと需要が伸びるのだというような、番号とは離れてしまうかもしれません

けれども、需要見込みというのですか、そういう観点からお聞きしているとご理解いただ



いて、お話しが可能でしたらお願いします。 

【ＩＩＪ】  ＭＶＮＯならではというところになると、また少し戻ってしまうのですけ

れど、マルチキャリア提供は我々ＭＶＮＯの１つの特徴となっていくのかなと考えており

ます。今年の４月にようやくＫＤＤＩ様とこういったサービスを開始させていただきまし

て、初めてマルチキャリアというご提案がユーザーに可能になりました。そういった意味

では我々のビジネスのステージというのは、ちょうど入り口に立ったところかと思ってお

りまして、直ちにその次を見据えてどうしていくといったことまで、十分な検討ができて

いる段階ではありません。 

またＭ２Ｍに関して、機械というのは、それが例えば検針用のメーターであっても、カ

ーナビであっても、既にそういったサービスを提供されている、あるいは装置をつくって

いらっしゃる企業様がいらっしゃって、そういった企業様とＢｔｏＢｔｏＣもしくはＢｔ

ｏＢｔｏＢという提供形態が主になっています。我々としては当然マルチキャリアとか、

ＭＶＮＯにしかできないようなサービスを作っていくことになりますが、実際のアプリケ

ーションに関しては、真ん中のＢの方からもいろいろなニーズを聞いて、これからサービ

スを作っていきたいと考えております。 

 そういった意味で、やっとＭＶＮＯでキャリア様とは少し違った切り口からサービスを

ご提案できるような、まさに入り口に立ったところということで、我々としては注力をし

てイノベーションを起こしていきたいと考えております。 

【酒井主査】  それでは、よろしいですか。 

 そろそろ時間ですので、以上で本日の委員会で予定されていた議論は終了となります。

本日のヒアリングを踏まえて、別途追加でお聞きしたい事項もあろうかと存じます。つき

ましては、別途事務局を通じて追加質問を送付させていただきたいと思いますけれども、

皆様よろしいですか。その際は、よろしくお願いいたします。 

 

議題（２）その他 

・事務局からの周知 

【酒井主査】  では、事務局より、次回会合の日程等につきまして周知をお願いいたし

ます。 

【瀬島番号企画室課長補佐】  本日は、誠にありがとうございました。酒井主査よりお

話のありました追加質問につきましては、７月１４日火曜日までに事務局宛てご送付いた



だければと思います。事務局にて取りまとめた後、関係の事業者様へ送付させていただき

ます。 

 事業者の皆様におかれましては、回答の作成をお願いいたします。いただいた回答につ

きましては、別途構成員の皆様に送付するとともに、総務省のホームページに掲載させて

いただく予定でございます。 

 次回、第１５回会合につきましては、７月２８日火曜日１３時から開催する予定でござ

います。場所については調整中ですので、確定次第ご連絡いたします。次回会合では、固

定電話事業者及びＭ２Ｍサービス利用事業者へのヒアリングを実施する予定でございます。 

 以上です。 

 

閉 会 

【酒井主査】  それでは、以上をもちまして第１４回会合を閉会いたします。どうもあ

りがとうございました。 

 

以 上 


